
平成20年12月定例会

【新規の陳情】
所管
委員会

平成２０年陳情第 30号 総務企画 反核・平和の火リレー鳥取県実行委員会

（ 20． 9. 3） 実行委員長　岩井　良

平成２０年陳情第 31号 文教経済

（ 20． 9. 3）

実行委員長　岩井　良

平成２０年陳情第 32号 建設水道

（ 20． 9.12）

的場区長　中川　敦貴

平成２０年陳情第 33号 福祉保健
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（ 20． 9.22） 実行委員長　大田原俊輔

平成２０年陳情第 33号 文教経済
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（ 20． 9.22） 実行委員長　大田原俊輔

平成２０年陳情第 34号 福祉保健

（ 20．11. 4）

会長　谷口　実

平成２０年陳情第 35号 建設水道

（ 20．11. 7）

理事長　田中　清一 ほか2名

平成２０年陳情第 36号 福祉保健

（ 20．11.25）

実行委員長　小谷欣之輔

平成２０年陳情第 37号 福祉保健

（ 20．11.25）

実行委員長　小谷欣之輔

平成２０年陳情第 38号 福祉保健

（ 20．11.25）

実行委員長　小谷欣之輔

平成２０年陳情第 39号 福祉保健

（ 20．11.25）

実行委員長　小谷欣之輔

平成２０年陳情第 40号 福祉保健

（ 20．11.25）

実行委員長　小谷欣之輔

平成２１年陳情第 41号 福祉保健

（ 20．11.25）

会長　石井由加利

平成２２年陳情第 42号 建設水道

（ 20．11.25）

代表　久喜　清外

陳　情　審　査　結　果

小規模作業所の存続と小規模作業所の利
用者負担の廃止についての陳情

継続審査

小規模作業所の補助制度について、さ
らに調査研究が必要なため。障害者自立支援法の抜本改善

を求める鳥取県実行委員会

障害者自立支援法の事業者報酬の抜本的
見直しを求める意見書提出を求める陳情

継続審査

障害者自立支援法の制度全体の見地か
ら、さらに調査研究が必要なため。障害者自立支援法の抜本改善

を求める鳥取県実行委員会

障害児デイサービスの存続を求める意見
書提出を求める陳情

採　択

趣旨が妥当であると認められるため。

障害者自立支援法の抜本改善
を求める鳥取県実行委員会

日中一時支援事業等の地域生活支援事業
における応益負担の見直しを求める陳情

継続審査

障害者自立支援法の制度全体の見地か
ら、さらに調査研究が必要なため。障害者自立支援法の抜本改善

を求める鳥取県実行委員会

社団法人日本オストミー協会
鳥取県支部　鳥取さざんかの
会

オストメイト（人工肛門・人工膀胱保有
者）の日常生活用具（以前は補装具と呼
んでいた）自己負担軽減についての陳情

不採択

理由等

反核・平和の火リレー鳥取県
実行委員会

原子力発電に替わる有効な代替エネル
ギーがない現在の状況の中で、現
実的に実施困難と考えられる内容が含
まれているため。

長年にわたり平和教育を推進してきて
おり、現状において決議をする必要が
ないと認めるため。

島根県原子力発電所の停止措置及び原子
力に依存しないエネルギー政策の転換を
求める意見書提出を求める陳情

不採択

不採択

受理年月日
受理番号及び

件名 審査結果提出者

不採択
貴自治体における平和教育の推進を求め
る陳情

転落防止安全対策に関する陳情

反貧困全国キャラバン鳥取県
実行委員会 不採択

不採択

貧困の連鎖を断ち切り、市民生活を底上
げすることを求める意見書提出を求める
陳情

貧困の連鎖を断ち切り、市民生活を底上
げすることを求める意見書提出を求める
陳情

反貧困全国キャラバン鳥取県
実行委員会

他の日常生活用具利用者との均衡が取
れないため。

国の財政等の観点から「骨太の方針
2006」の撤廃は適切ではないと判断さ
れるため。

豪雨時の排水対策や周辺との構造を考
慮した場合、実施困難であるため。

現状を踏まえ、経済対策を優先させる
べきと判断するため。

業務委託の要望についての陳情 不採択

本市と岩美町との協定に基づいた業務
であり、本件は岩美町が判断し解決さ
れるべき問題であるため。協同組合岩美町環境事業公社

地方自治体の地域生活支援事業への国の
補助のあり方についての意見書提出を求
める陳情

採　択

趣旨が妥当であると認められるため。

障害者自立支援法の抜本改善
を求める鳥取県実行委員会

すべての子供たちの健やかな育ちを保障
するために「現行保育制度の堅持・拡充
と保育・学童保育・子育て支援予算の大
幅増額を求める意見書」提出を求める陳
情

不採択

平成19年９月議会定例会で同趣旨の陳
情を採択し、意見書も提出しているた
め。鳥取の保育を考える会

移動火葬車についての陳情 不採択

本市として、現行法等に基づく、取り
締りが困難であるため。

日本動物霊園連合



【継続審査中の陳情】
所管
委員会

平成２０年陳情第 18号 文教経済 社団法人　鳥取県猟友会

（ 20． 7.14） 会長　松本　輝之

平成２０年陳情第 19号 文教経済 鳥取県教職員組合東部支部

（ 20． 7.28） 支部長　中野　光男

平成２０年陳情第 20号 文教経済 鳥取県猟友会鳥取支部猟友会

（ 20． 8.19） 会長　松本　輝之ほか4名

平成２０年陳情第 21号 文教経済

（ 20． 8.21）

事務局　西村　武志

平成２０年陳情第 22号 文教経済 全日本農民組合鳥取県連合会

（ 20． 8.26） 会長　鎌谷　廣治ほか１名

平成２０年陳情第 25号 福祉保健 自治労連鳥取県本部

（ 20． 9. 1） 執行委員長　植谷　和則

理由等
受理年月日

鳥取クレー射撃場の開場についての陳情 継続審査

 継続して調査研究をする必要がある
ため。

受理番号及び
件名 提出者 審査結果

2009年度国家予算編成において、教育予
算拡充を求める意見書提出を求める陳情

採　択

趣旨が妥当であると認められるため。

鳥取クレー射撃場の開場についての陳情 継続審査

 継続して調査研究をする必要がある
ため。

安心した介護を目指すための介護報酬改
定等の意見書提出を求める陳情

不採択

介護報酬の引き上げとともに、介護保
険料や利用料を引き下げることは介護
保険制度そのものを成り立たなくする
ため。

「協同労働の協同組合法（仮称）」の速
やかな制定を求める意見書提出を求める
陳情

採　択

趣旨が妥当であると認められるため。

食料自給率向上、地域農畜産業の確立、
稲作、酪農、畜産危機に関する意見書提
出を求める陳情

不採択

総合的な全国一律の政策ばかりでな
く、個々の対策も必要と認めるため。

「協同労働の協同組合」法制
化をめざす市民会議準備室


